
0 

 

千葉県学習協『資本論』第１部講座（2023年 5月 21日） 

講師：宮﨑礼二（明海大学経済学部 准教授） 

 

第 12回：『資本論』 

第７篇 資本の蓄積過程 

第 24章 いわゆる本源的蓄積 

第 25章 近代的植民理論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新日本出版社新版ページ番号は【 】 

（ ）内の番号はヴォルケ版『資本論』原書のページ番号を付記 



1 

 

第二四章 いわゆる本源的蓄積 

第一節 本源的蓄積の秘密 

 

    主題 

   「どのように貨幣が資本に転化され、資本によって剰余価値がつくられ、また剰余価

値からより多くの資本がつくられるかは、すでに考察してきた。他方、資本の蓄積

は剰余価値を前提とし、剰余価値は資本主義的生産を前提とするが、しかし、資本

主義的生産はまた商品生産者たちの手のなかに比較的大量の資本と労働力とが現存

することを前提とする。しがたって、この全運動は循環論法式にどうどうめぐりを

するように見えるのであり、このどうどうめぐりから抜け出るためには、資本主義

的蓄積に先行する『本源的』蓄積（アラム・スミスの言う「“先行的蓄積”」）、すな

わち資本主義的生産様式の結果ではなくその出発点である蓄積を、想定するよりほ

かはない。」                      【p. 1243】（p. 741） 

   

☞ 資本関係の再生産の前提： 

   商品生産者の手に大量の資本 ＋ 商品化された大量の労働力 

    → この前提がどのように成立したのか？ 

⇒ 資本の出発点をなす蓄積・最初の資本の生成過程 ＝ 本源的蓄積 

  

  ■ 資本成立の２つの条件：他人の労働力の買い手と自分の労働力の売り手の存在 

   ① 資本と資本家の登場 

      貨幣と生産諸手段および生活諸手段の所有者 

   ② 労働力の売り手である労働者の存在 

      労働力以外売るべきものをもたない人間（二重に自由な労働者）            

   ＝ 「二種類の非常に違った商品所有者が向かい合い接触しなければならない」 

                            【p. 1245】（p. 742） 

 

    本源的蓄積 

   「商品市場のこのような両極分化とともに、資本主義的生産の基本条件は与えられる。

資本関係は、労働者と労働を実現する諸条件の所有との分離を前提とする。資本主義

的生産がひとたび自分の足で立てば、それはこの分離をただ維持するだけでなく、絶

えず増大する規模で再生産する。したがって、資本関係をつくり出す過程は、労働者

を自分の労働諸条件の所有から分離する過程、すなわち一方では社会の生活手段およ

び生産手段を資本に転化し、他方では直接生産者を賃労働者に転化する過程以外のな

にものでもありえない。したがって、いわゆる本源的蓄積は、生産者と生産手段との
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歴史的分離過程にほかならない。それが『本源的なもの』として現われるのは、それ

が資本の、そしてまた資本に照応する生産様式の前史をなしているためである。」 

【p. 1246】（p. 742） 

   

   本源的蓄積の歴史過程：「血と火の文字」で刻まれた歴史 

   「資本主義社会の経済構造は封建社会の経済構造から生まれてきた。後者の解体

が前者の諸要素を遊離させたのである。」           【p. 1246】（p. 743） 

       ■ 生産者を賃労働者に転化させる歴史的運動 

農奴・徒弟・職人 → 自分の商品（労働力）の市場での自由処分 

 ＝ 「労働力の自由な売り手」 

「生産者を賃労働者に転化させる歴史的運動は、一面では、農奴的隷属と同職組

合的強制からの生産者の解放として現われる。」       【p. 1247】（p. 743） 

「この新たに解放された人々は、彼らからすべての生産手段と、古い封建的諸制

度によって与えられていた彼らの生存上のすべての保証とが奪い取られてし

まった」 

         ⇒ 「はじめて自分自身の売り手になる」          【p. 1247】（p. 743） 

    ■ 封建制との闘争への勝利 

     「この新しい権力者である産業資本家たちはと言えば、彼らは同職組合の手工業

親方だけでなく、富の源泉を所有している封建領主をも駆逐しなければならな

かった。この側面から見ると、彼らの台頭は、封建的勢力とその腹立たしい特

権とにたいする、また同職組合やそれが生産の自由な発展と人間による人間の

自由の搾取とに課していた桎梏にたいする闘争の勝利の成果として、現われ

る。」                                       【p. 1247】（p. 743） 

        ⇒ 封建制の打破 ＝ 封建的搾取の資本主義的搾取への転化：労働者の隷属状態 

      ＝ 「その進展の実質は、この隷属の形態変換に、すなわち封建的搾取の資本

主義的搾取への転化にあった。」                  【p. 1247】（p. 743） 

 

第二節 農村からの土地の収奪 

 

    イギリスの土地収奪史 

   ■ 生産者である農民から土地＝生産手段を奪い取る歴史 

   ■ 15世紀－19世紀：５つの展開 

     ① 15世紀最後の 1／3期から 16世紀最初の数十年間 

       ⇒ 羊毛マニュファクチュア発展 → 羊毛価格高騰 

        →「耕地の牧羊場への転化」                 【p. 1253】（p. 746） 

          ② 16世紀：宗教改革 
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       ⇒ 国王・家臣による教会所有の土地を強奪 → 農業資本家に売却 

        ＝ 「古い土地所有諸関係の宗教的堡塁」の崩壊【p. 1259】（p. 750） 

        ⇒ 「一七世紀の最後の数十年間にもなお、独立農民層であるヨ―マンリーは、借

地農場経営者の階級よりも多数であった」           【p. 1261】（p. 750） 

          ③ 17世紀：国有地の盗奪 

       ⇒ 「地主的および資本家的貨殖家たち」と国家の一体化による土地強奪立法 

による「新たな土地貴族」の形成     【p. 1263】（pp. 751-752） 

     ④ 18世紀：「共益地」の盗奪 

       ⇒ 土地の「囲い込み」→ 農耕労働者の窮乏化  

【pp. 1263-1265】（pp. 752-753） 

     ⑤ 19世紀：「地所の清掃」                  【pp. 1271-1273】（p. 756） 

       ⇒ 農民を一掃して羊への置き換え 

    ■ 「教会領の略奪、国有地の詐欺的譲渡、共有地の盗奪、容赦のない暴力行為によ

って行なわれた封建的所有および氏族的所有の近代的な私的所有への横奪的な

転化、これらはみないずれも本源的蓄積の牧歌的方法であった。これらは、資本

主義的農業のために耕地を征服し、土地を資本に合体させ、都市工業のためにそ

れが必要とする、鳥のように自由なプロレタリアートの供給をつくり出した。」  

【p. 1282】（pp. 760-761） 

 

第三節 一五世紀以来の被収奪者にたいする流血の立法。 

労賃引き下げのための諸法律 

 

   資本家の搾取の仕組みにはめ込むための法律 

  ■ 「グロテスクで凶暴な法律」 

     ・ 浮浪人に重罰を課す法律（1530年） 

     ・ 労働拒否者を告発者の奴隷にする法律（1547年） 

     ・ 鑑札を持たない乞食に烙印を押したり死刑にする法律（1572年） 

    ⇒ 「こうして、暴力的に土地を収奪され、追放され、浮浪人にされた農村民は、

グロテスクで凶暴な法律によって、鞭打たれ、烙印を押され、拷問されて、賃

労働制度に必要な訓練をほどこされた。」      【p. 1287】（p. 765） 

         

第四節 資本主義的借地農場経営者の創生記 

 

   賃労働者の創出 → 資本家の登場 
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「鳥のように自由なプロレタリアートの暴力的創出、彼らを賃労働者に転化させた

血なまぐさい訓練、労働の搾取度とともに資本の蓄積を警察力によった厭うべき元

首と国家の行動」                         

  ⇒ 「次に問題になるのは、資本家たちは本源的にどこからきたのか？」 

【p. 1296】（p. 770） 

 

   農業資本家の誕生 

     ■ 「本来の借地農場経営者 ─彼自身の資本を賃労働者を使用することによって増殖

し、剰余生産物の一部分を貨幣または現物でランドロードに地代として支払う者

─」                             【p. 1297】（p. 771） 

      ⇒ 土地所有者 ─ 農場経営者 ─ 農業労働者 

  ■ 「…農業革命は、農村民を貧しくするのと同じ速さで借地農場経営者を富ませてい

く。」                

【p. 1297】（p. 771） 

 

第五節 工業への農業革命の反作用。 

産業資本のための国内市場の形成 

 

    国内市場の創出① 

     ■ 「農村民の一部分の収奪および追放は、労働者とともに彼らの生活手段と労働材料

とを産業資本のために遊離させるだけでなく、国内市場をつくり出す。」  

【p. 1304】（p. 775） 

■ 「実際、小農民を賃労働者に転化して、彼らの生活手段および労働手段を資本の物

的要素に転化させる諸事件は、同時に資本のためにその国内市場をつくり出す。以

前は、農民家族は生活手段や原料を生産し加工し、そのあとその大部分をみずから

消費していた。これらの原料や生活手段はいまでは商品となった。」  

【pp. 1304-1305】（p. 775） 

  ■ 「このようにして、以前の自営農民の収奪や彼らの生産手段からの分離とならんで、

農村副業の破壊が、マニュファクチュアと農業の分離過程が進行する。そして、農

村家内工業の破壊のみが、一国の国内市場に、資本主義的生産様式の必要とする広

がりと強固な存続とを与えることができるのである。」       【p. 1305】（p. 776） 

 

   国内市場の創出② 

     ■ 「大工業がはじめて、機械によって資本主義的農業の恒常的な基礎を与え、農村民

の圧倒的大多数を徹底的に収奪し、家内的・農村的工業の根 ─紡績と織布─ を引
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き抜いて、それと農業との分離を完成する。それだからまた、大工業がはじめて、

産業資本のために国内市場全体を征服する。」                 【p. 1306】（p. 777） 

    ⇒ 生産者の農村賃労働者への転化 → 自己消費していた農産物（食料）の外部への販

売 ＋ 自家生産していた生活手段の外部からの購入 

 

第六節 産業資本家の創生記 

 

   小資本家 

     ■ 「同職組合の多くの小親方や、さらに多くの独立した小手工業者が、あるいはまた

賃労働者さえもが小資本家に転化し、そして、賃労働の搾取の漸次的な拡大とそれ

に照応する蓄積とによって、“文句なし”の資本家に転化した。」        

【p. 1308】（pp. 777-778） 

     高利資本と商人資本 

     ■ 「高利と商業とによって形成された貨幣資本は、農村では封建制度によって、都市

では同職組合制度によって産業資本への転化をさまたげられた。これらの制限は、

封建家臣団の解体とともに、農村民の収奪や部分的追放とともに、なくなった。新

たなマニュファクチュアが輸出港におこされ、あるいは古い都市制度やその同職

組合制度の管理の外にある田園の諸地点におこされた。」 【p. 1310】（p. 778） 

 

     本源的蓄積のさまざまな契機 

     ■ 「イギリスでは、これらの契機は一七世紀末に植民制度、国債制度、近代的租税制

度、および保護貿易制度において体系的に総括される。」   

      ⇒ 「これらの方法は、一部は残虐きわまる暴力にもとづくのであって、たとえば植

民制度がそうである。しかし、どの方法も、封建的生産様式の資本主義的生産様式

への転化過程を温室的に促進して過渡期を短縮するために、国家権力、すなわち社

会の集中され組織された強力を利用する。」        【p. 1311】（p. 779） 

      

     まとめ 

     ■ 「資本主義的生産様式の『永遠の自然法則』に道を切り開き、労働者と労働諸条件

との分離過程を完成し、一方の極では社会的な生産手段および生活手段を資本に

転化させ、反対の極では人民大衆を賃労働者に、近代史のこの芸術作品である自由

な『労働貧民』に、転化させるには、“このような骨折りを必要とした”のである。」        

【p. 1326】（p. 788） 

 

     ■ 資本の歴史的創世記 

       ＝ 「自分の労働にもとづく私的所有の解消」 
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第七節 資本主義的蓄積の歴史的傾向 

    

   資本の前史 

■ 小経営の基礎 ＝ 「労働者が自分の生産手段を私的に所有」＝「自由な私的所有者」 

     ⇒ 「土地やその他の生産手段の分散を想定」＝ 集積の排除 

      ＋ 協業、分業、社会的生産諸力の自由な発展も排除 

    ⇒ 「特定の高さに達すれば、この生産様式は、それ自身を破壊する物的手段を生

み出す。」 

     → 「この瞬間から、社会の胎内では、この生産様式を桎梏と感じる諸力と熱情

とが動きだす。この生産様式は破壊されなければならないし、また破壊され

る。」その破壊、個人的分散的な生産手段の社会的に集積された生産手段への

転化、それゆえ多数者による小量的所有の少数者による大量的所有への転化、

それゆえまた広範な人民大衆からの土地、生活手段、労働用具の収奪、この

恐るべき、かつ非道な人民大衆の収奪こそは、資本の前史をなしている。」 

【pp. 1329-1330】（pp. 789-790） 

   資本主義的私的所有の弔鐘 

  ■ 「資本独占は、それとともにまたそれのもとで開花したこの生産様式の桎梏となる。

生産手段の集中と労働の社会化とは、それらの資本主義的な外被とは調和し得なく

なる一点に到達する。この外皮は粉砕される。資本主義的所有の弔鐘が鳴る。」                                    

    ⇒ 「収奪者が収奪される。」               【p. 1332】（p. 791） 

   ＝ 資本主義的蓄積の自己矛盾  

 

   否定の否定 

 ■ 「…資本主義的な私的所有は、自分の労働にもとづく個人的な私的所有の最初の否定

である。しかし、資本主義的生産は、自然過程の必然性をもってそれ自身の否定を

生み出す。これは否定の否定である。」                   【p. 1332】（p. 791） 

   ⇒ 小経営から資本主義へ（第１否定）、資本主義から社会主義・共産主義へ（第２否定） 

   

第二五章 近代的植民理論 

 

   ここで扱う植民地と主題 

   「自由な移住者によって開墾される未開拓地である。」       【p. 1335】（p. 792） 

    ⇒ 他民族の居住していた地域を征服して獲得した植民地（インド）ではなく、「本当の

植民地」＝自由人の移住によって開拓された未開拓地 



7 

 

＝ アメリカ合衆国のような未開拓地へのヨーロッパからの資本がどのように本

源的蓄積を遂げるのか、を明らかにすることで、これまでの資本蓄積論を裏付け

る。 

 

    植民地の経験から再認識 

  ■ 「経済学は、後者（他人の労働の搾取にもとづく私的所有）が単に前者（生産者の自

己労働にもとづく私的所有）の正反対をなすだけでなく、前者の墳墓の上でのみ成

長することを忘れている。」                                 【p. 1335】（p. 792） 

  ⇒ 資本主義的生産が当たり前の認識になり、資本主義的生産が略奪、暴行、流血、多

くの犠牲の上に築かれてきたことを忘却 → 植民地での経験から再確認 

 

   ウエイクフィールドの発見 

 ① 「…ある人が貨幣、生活手段、機械その他の生産手段を所有していても、その補足物

である賃労働者 ─自分自身を自由意志で売ることを余儀なくされている別の人間

─ がいなければ、この所有はまだその人に資本家の刻印を押すものではない」 

   「…資本は物ではなく、物を通じて媒介された人と人とのあいだの社会的関係」 

【p. 1337】（p. 794） 

   ② 「…人民大衆からの土地の収奪は、資本主義的生産様式の基礎をなしている。逆に、

自由な植民地の本質は、大量の土地がまだ人民の所有であり、だから移住者のだれで

もその一部分を自分の私的所有と個人的生産手段に転化することができる」 

      「植民地では、労働条件とその根底である土地からの労働者の分離がいまだ存在し

ていないか、または、散在的あるいは非常に局限された範囲でしか存在しないのであ

る」                          【p. 1341】（p. 796） 

  

    本源的蓄積の秘密 

  ■ 「…資本主義的生産様式および蓄積様式は、したがってまた資本主義的な私的所有

も、自己労働にもとづく私的所有の絶滅、すなわち労働者の収奪を条件とするとい

うことである。」                                  【pp. 1351-1352】（p. 802） 
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